
円に内接する四角形 ABCDの対角線の交点をEとし、辺 DACDBCAB ,,, の長さをそれぞれ dcba ,,, と

する。 

（１） DAB とするとき、 cos を、 dcba ,,, を用いて表せ。 

（２）対角線 BDAC, の長さを dcba ,,, を用いて表せ。 

（３）四角形 ABCDの面積を S とするとき、 S を、 dcba ,,, を用いて表せ。 

（４）四角形 ABCDの外接円の半径をRとするとき、Rを、 dcba ,,, を用いて表せ。 

（５） cdbcabdaDECEBEAE ::::::  が成り立つことを示せ。 

（６） DECEBEAE ,,, の長さを dcba ,,, を用いて表せ。 

四角形 ABCDの対角線4つの三角形△ ,EAB △ ,EBC △ ,ECD △EDAについて考える。 

（７）△ ,EAB △ ,EBC △ ,ECD △EDAの面積をそれぞれ  4,3,2,1iSi とするとき、  4,3,2,1iSi を 

   dcba ,,, を用いて表せ。 

（８）△ ,EAB △ ,EBC △ ,ECD △EDAの内接円の半径をそれぞれ  4,3,2,1iri とするとき、 

 4,3,2,1iri を dcba ,,, を用いて表せ。 

（９）四角形 ABCDが内接円を持つとき、 cbda  および
badc

rrrr
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::: 4321  が成り立つ 

ことを示せ。 

（10）四角形 ABCDが内接円を持つとき、内接円の半径を rとする。 rを、 dcba ,,, を用いて表せ。 

 

（解答） 

（１）四角形 ABCDは円に内接しているので、 DAB  

とするとき、  BCD である。 

△ ABDに余弦定理を適応すると、 

cos2222 addaBD  …① 

が成り立つ。 

△BCDに余弦定理を適応すると、 

   cos2cos2 22222 bccbbccbBD  …② 

が成り立つ。 

①,②より 

 cos2cos2 2222 bccbadda   
よって、 

 bcad

cbda





2

cos
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（２）四角形 ABCDは円に内接しているので、 ABC  

とするとき、  CDA である。 

△ ABCに余弦定理を適応すると、 

cos2222 abbaAC  …④ 



が成り立つ。 

△ ACDに余弦定理を適応すると、 

   cos2cos2 22222 cddccddcAC  …⑤ 

が成り立つ。 

④,⑤より 

 cos2cos2 2222 cddcabba   

よって、 
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   ③を①に代入すると、 
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   ⑥を④に代入すると、 
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   ③より 
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    0 より 0sin  であるから、 
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   ⑩を⑨に代入すると、 
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（４）Rは△ ABDの外接円の半径と一致するので、△ ABDに正弦定理を適応すると、 

   R
BD

2
sin




より⑦,⑩を代入すると、 
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（５） ',',',' dDEcCEbBEaAE  とおくと、 

   △EDA∽△ECBより bdba :':'  …⑪ 

   △EAB∽△EDC より cacb :':'  …⑫ 

   △EBC∽△EADより dbdc :':'  …⑬ 

   ⑪より abadba :':'  …⑪’ 

   ⑫より bcabcb :':'  …⑫’ 

   ⑪’と⑫’より bcabadcba ::':':'  …⑭ 

   ⑬より cdbcdc :':'  …⑬’ 

   ⑫’と⑬’より cdbcabdcb ::':':'  …⑮ 

   ⑭,⑮より cdbcabdadcba :::':':':'   

   よって、 cdbcabdaDECEBEAE ::::::   
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（９）四角形 ABCDの内接円の中心をOとし、 

点 Aから内接円に接線を引いたときの接点を QP,  

とするとき、
2


 AQOAPO  

三平方の定理より、 

22222 OQAQOPAPAO   

OQOP  より AQAP   

同様にして、 DPDSCSCRBRBQ  ,, より、 

DSCSBQAQcaCDAB   

CRBRDPAPdbBCAD   

DPDSCSCRBRBQAQAP  ,,, より 

dbca  が成り立つ。 



dbca  のとき、 
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